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暗室で飼育した L.terrestris において,12:00 と 19:00 の 2 回ミミズに光を当て,光が当たっている
場所からミミズが抜け出すのにかかった時間を計測した。19:00 に計測した場合,309 回行った平均反
応時間は 7.13 秒であり,12:00 に計測した場合,平均反応時間は 9.93 秒であり有意に短かった。1) 
また,同じく暗室で飼育された L.terrestris において 45°の傾きがある長さ 10cm の傾斜を何秒で
登り切れるか計測した。一日に 7:00,12:00,19:00 の 3 回計測し,時間によって登り切り時間に差がで
るかを観察した。7:00 に計測した場合,446 回の試行における平均時間は 17.19 秒,12:00 に行われた
475 回の試行における平均は 21.52 秒,19:00 に行われた 475 回の試行では 16.49 秒だった。 7：00
と 12：00 の平均時間と 12：00 と 19：00 の平均の差は p <0.001 と有意であったことから 12：00 よ
りも 7：00 の移動速度が速く,12：00 より 19：00 の移動速度が速いことが示されている。2) 
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魚釣りの餌として釣具店で市販されている「ミミズちゃん熊太郎」(マルニチ 21 社) を用いて実験し





















これらの実験は温度が 20 度に設定された恒温室内で行った。 
またこれらの実験は 2017 年 8 月 23 日から 2017 年 11 月 23 日までの期間,複数回行った。 
c.3.1. 実験Ⅰ ミミズに同調性があるかを確認する実験 
① ミミズを実験装置一つにつき一匹ずつ安置した。 
② タイマーで LED ライトを 12 時間明期,12 時間暗期の繰り返しで点灯するようにした。 
③ 利用したソフトウェアの名前も入れるとよい ウェブカメラを 10 分ごとにシャッターを切るよ
うした。 




C.3.2. 実験Ⅱ ミミズに自由継続性があるかを確認する実験 
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C.3.3 実験Ⅲ ミミズに自由継続性があるかを確認する実験ⅱ 
ミミズは日が経つにつれて弱ってしまうので,始めから恒暗条件下で観察を行った。 
① ミミズを実験装置一つにつき一匹ずつ安置した。 
② ウェブカメラを 10 分ごとにシャッターを切るよう設定した。 








② ウェブカメラを 10 分ごとにシャッターを切るよう設定した。 
③ 7 日間静置した。 
⑤ 引き続きタイマーで LED ライトを 12 時間明期,12 時間暗期の繰り返しで点灯 
するように設定した。 
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カイ二条ピリオドグラムの解析より,明暗条件下では 24 時間付近で周期性のピークが見え,その後の
恒暗条件下でも約 24 時間の周期性が現れた。初めから恒暗条件で行った場合も 24 時間で周期性の
ピークが見られた。グラフ 2-2,3-2,4-2 においては 26 h から 30 h あたりにもピークが見られた。 
 
D.2 考察 





考えられた。23:00 から 10:00 に活度量が増えることから,ミミズが夜に地上に出て活動するのは,自
由継続性のためだと考えられる。さらに,一日の中で活動を開始する時間はほぼ同じ時間だが,休息状
態に入る時間はグラフ 3-1,4-1,5-1,6-1,9-1 では後ろにずれているように見えた。このこととグラフ
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